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SPECIAL  THANKS: 

  高知県南海地震対策課 

 小溝智子（漫画企画） 

大学院生がクロスロード 

 愛知教育大学の杉浦先生より、中京大学大学院生が作成したクロスロード問題を

お送りいただきました。2ページにに紹介します。杉浦先生は、授業でクロスロード

問題作りを継続的にされています。 

 ことしは神戸編・市民編をやった翌週に，愛知教育大学の2006年度のクロスロー

ド集を配布し、それを各自で選んでやってみた後自分で問題をつくるという形でま

とめられました。専攻は臨床心理学の学生が多いため、問題の内容もその問題意識

を反映しているかもしれないということです。 

 問題だけでなく、イエスとノーの問題点、それから解説にも興味深い内容が満載

です。問題もどれも力作ばかり。今回次回と2回に渡り連載しますので、じっくり読

んでくださいね。 

杜の都のクロスロード&ダック 

 新聞でおなじみの仙台「わしん倶楽部」の田中勢子さんから仙台の福祉委員研修

会と小学校でのぼうさいダック・歩一歩たいそうの実践をご報告くださいました。

３ページにご紹介をしています。なお、早くにご報告頂きながら、事務局の手違い

で掲載が遅くなってしまったことをお詫びします。 

 このご報告をいただいた後、東日本大震災が起こりました。取り組みが行われ> 

た若林地区をはじめ仙台では甚大な被害が出ました。犠牲者のご冥福をお祈りする

とともに、被災者のみなさまに心からお見舞いを申し上げます。 

 東日本大震災で延期になっていた「歩一歩たいそうずーずー弁バージョン」の

CD化も、再度実現へ向けて進行中とのことです。 

ソナエーター復活！ 

 ソナエーター連載、約1年ぶりに復活です。 

 東日本大震災をきっかけに、日頃の備えを見直された方も多かったと思います。

今回は、そんな都会の女子のおしゃれなソナエーターに登場いただきました。 

 防災やっているとマニアックに見えるよねえ、と、半ば自嘲気味に始まったこの

コラムですが、いよいよ国民運動に発展の予感。 

 最近ソナエーターになった方も、もともとソナエーターの方も、これを機会に是

非投稿を！ 

エルサルバドルでぼうさいダック！ 

 エルサルバドルでぼうさいダックを活用されている青年

海外協力隊の中野さんから詳細な報告をいただきました。 

 中野さんは新聞形式にしてレポートを送ってくださった

ので、そのまま掲載いたします。レイアウトもすばらし

い！ワザを是非見習いたいと思います。  
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大学院生のクロスロード(中京大学編) 

【問題】 

 友人と花火をしようと前から決めており、そのために

友人が花火から場所まですべて準備をしてくれた。しか

し、その場所は花火禁止であり、やぶった場合は厳しく

罰せられる。友人はそれを知っていてバレなければ大丈

夫でからやろうという。たしかにその場所は郊外で特に

通報されそうな場所ではない。花火をやる？やめる？ 

 

【YESの問題点】 

・もし、見つかったら罰をうけなければならない 

・火事になる可能性もある 

・警察沙汰になったら困る 

・モラルに反する 

 

【NOの問題点】 

・せっかく友達が用意してくれたのに無駄になる 

・約束を破ることになる 

・友達を裏切ることになる 

・他にできる場所をさがせる保障はない 

 

【解説】 

 これは実際に筆者が去年の夏に地元の友達との間で経

験した問題である。夏休みに入るまえから花火をやると

いうことを約束していて、2人とも楽しみにしていた

が、その場所は花火を禁止している場所でルールを守る

か友達と一緒にルールを破って楽しむかという社会規範

と友人との関係についてのジレンマである。筆者自身

は、その時は友達と一緒に花火をやった。それは郊外の

周りに家もなく広い空き地だったからである。ちゃんと

水も用意し、安全にも気を使っているから大丈夫だろう

ということからだった。しかし、人によってはルールを

守るべきだろうという人もいるだろうし、警察沙汰に

なったら困るという理由でやめるという選択もあるだろ

う。この問題の場合、友達はやろうと花火に乗り気なの

に自分だけやめるのは自分だけ助かろうとか、付き合い

が悪く友達がいのないやつだ、という自分の評価が下

がってしまうのではないかということも考えてしまう可

能性がある。ルールは大事だが、人はどの程度までその

ラインを越えて楽しんでよいかを考えるのではないだろ

うか。 

 

【問題】 

あなたは「販売のアルバイト」です。 

お客様が以前購入したものを「サイズが合わなかったか

ら返品・返金してほしい」と言ってきた。今日は売上が

悪いうえ、販売マニュアルには『返品は基本的に受け付

けてはいけない』となっている。 

返品を受け付け返金する？ 

 

【YES（返品を受ける）の問題点】 

・売り上げがマイナスされる 

・マニュアルに反する 

・社員から叱責されるかもしれない 

 

【ノー（返品を受け付けない）の問題点】 

・クレームにつながる 

・お客様の気分を害する 

・お客様が来店したくなくなるかもしれない 

 

【解説】 

 これはバイト先で実際に起きたことであり、その時は

マニュアルに従ってお客様に「基本的には受け付けてお

らず、どうしてもの場合は同等の値段の商品と交換と

なっている」とアナウンスした。しかし、お客様の表情

が厳しく、気分を害されていたようだった。自分では対

応は無理だと感じ、社員を呼びに行き対応してもらっ

た。結果はクレームにつながる可能性から返金を受け付

けていたようであった。 

 返品を受けた場合、販売にとっては売り上げが重要で

あるので、その日の売り上げが以降の売り上げや経営に

影響するかもしれない。また、マニュアルに反すること

で社員に迷惑をかけ、叱られることもあるであろう。 

 返品を断った場合、この時のようにお客様の気分を害

してしまいクレームになる可能性が高い。また、この対

応によってお客様が二度と来店してくれないかもしれな

い。 

 ここではアルバイトという弱い立場であることがポイ

ントとなる。この場合は社員に対応を任せるのが店に

とってもお客様にとっても最善の対応だと考えられる。

しかし、アルバイトという立場でも自分で考えて行動し

なければならない。 

ファシリテータ進級認定！ 

電子投稿はこちら↓ 

  http://maechan.net/crossroad/toukou.html 

【応募先】108-8345 

 港区三田2-15-45  

 慶應義塾大学商学部 吉川肇子研究室内 

 クロスロードサポーター事務局 

   電話：0３-5427-1251 ファックス：03-5427-1578 

   メール：kiikkawa@aoni.waseda.jp  

以下の方を中級に認定いたしました。(敬称略) 

サントリーホールディングス株式会社 

コンプライアンス室        近藤恵美 
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杜の都通信～クロスロードとぼうさいダック 

災害時に備えて～日頃の福祉活動の大切さを考える～ 

  

 ２０１０年８月３日（火）ＪＡ仙台 六郷支店で「六

郷地区福祉委員研修会」が若林区社会福祉協議会・若林

区ボランティアセンター主催・六郷地区社会福祉協議会

共催で開催されました。参加者は六郷地区の福祉委員・

民生委員・町内会長の方々で９０名です。 

 ゲームの問題は、仙台市若林区社会福祉協議会の伊師

洋香さんはじめ六郷地区福祉委員 

役員の方々が、地元福祉員さん向けに作成したものを使

用しました。私自身、地元にかかわる問題作成から参加

したのは初めての経験で今回はファシリテーターとして

多くの気づきを得る研修となりました。 

 

注：「福祉委員とは？」 昭和60年仙台市社会福祉協

議会が国の補助「ボラントピア事業」の指定を受け、各

地区社協会長から委嘱され、各地区活動の担い手「ボラ

ンティア」（小域ネットワーク事業の「声掛け・見守り

活動」「生活支援活動」の推進役等）となって頂く方の

呼び名です。 

 

＜参加者の意見＞ 

・はじめてこういう形式のゲ—ムを行いましたが、みん

なが一緒に考えられるゲームであると思います。 

・クロスロードを学びながらみんなの意見が聞かれとて

もためになった。 

・婦人防災クラブでもクロスロードの研修会を行って防

災の助けになればと思います。 

・深く考えると、どちらとも言えない時が多いと思う。

その時と場合による判断が必要。 

・全部が気になる問題が多く判断の判定の難しさに問題

があるのではないかと思われました。 

—親子で楽しむ防災教室— 

 

2010年9月13日（月）仙台市立新田小学校体育館で、

学年行事「親子で楽しむ防災教室」を行いました。参加

者は、生徒・ご家族・先生 約280名です。 

昨年より「ぼうさいダックゲーム」では種類を増やし

て行いました。内容は「地震・火事・誘拐・ハチ・かみ

なり」の5種類です。子供たちは、「ゴロゴロカミナリ

が楽しかった」と言っていました。 

「歩一歩たいそう」では（地震・火事）を行いまし

た。私の勉強不足ですが当日になって「うさぎとかめ」

を知らない子供たちがいる事を知りました。幸い呉市社

会福祉協議会制作のＣＤとＰＴＡの役員の方々が模造紙

に歌詞を書いて下さっていましたので、無事防災教室を

進行できましたが、童謡を知らない子供たちがいる事を

寂しく感じました。 

 また仙台市立新田小学校のホームページ「子供いきい

きブログ」カテゴリー1年生9月13日版に当日の模様を

掲載してくださいました。 

http://www.sendai-c.ed.jp/~sinden/pp_blog/

index.php?UID=1284355950 

 

 最後に、福祉委員研修会の企画実践にご協力いただい

た若林区社会福祉協議会・六郷地区福祉委員の皆様、お

よび、防災教室を企画・運営して下さったＰＴＡ役員は

じめ仙台市立新田小学校の皆様には心より感謝いたしま

す。 

 

(記事はともに、わしん俱楽部 田中勢子さん） 

 

啓発で伝わっているつもりが 高知県防災キャラクター©やなせたかし 



Page  4  

各地でクロスロード 

ソナエーター（16）おしゃれな女子のソナエーター(2)東京編 

 最近、デパートやファッション誌の付録などでよく見

かけるようになったバッグインバッグ。名前だけ聞いて

も「？？？」な方もいらっしゃるかもしれませんが、お

昼時にOLさん達が小さくて可愛いバッグを手にランチに

繰り出す姿を見かけられたことはないでしょうか。あれ

がバッグインバッグです。 

 私自身はもっぱらお財布片手に、あるいは、ポケット

に裸銭でコンビニへランチを買出しにいく毎日なのです

が、実は先日、密かにバッグインバッグデビューをいた

しました。といっても私のバッグインバッグはこちら。

（写真１参照）防災キットです。とてもおしゃれ女子ラ

ンチに持っていける代物ではないのですが、３月１１日

の地震以降、通勤かばんやお出かけバッグに入れて持ち

歩いています。もともと、防災関連のイベントで見かけ

て入手し、会社の引き出しにしまっておいたものなので

すが、今回の地震で、会社にいる間よりも屋外滞在時の

備えが必要だと感じて持ち歩くようになりました。 

 中身はというと、最初から入っていたのが、LEDライ

ト、ホイッスル、５徳ナイフ、エマージェンシー・ブラ

ンケット、絆創膏、めん棒、ソーイングセット、防災の

心得（冊子）。自分で追加したものが、マスク２，３枚、

ビニール袋、携帯電話のバッテリー、充電式電池（単

４、LEDライト用）、常備薬です。（写真２参照） 

 この中で地震当日に活躍したのはLEDライトです。午

後１１時を過ぎて一部の地下鉄の運行が再開されたの

で、自宅まで７ｋｍのところにある中間駅から徒歩で帰

宅することにしたのですが、暗い夜道で手元の地図を確

認するのに外灯の明かりでは足りずLEDライトがあって

助かりました。あと、出番はありませんでしたが、ホ

イッスルと５得ナイフが手元にあったのは、一人で帰宅

していた時に防犯の面で心強かったかもしれません

（笑）。 

 日常生活の中で出番が多いのは、やはり携帯電話の

バッテリーです。仕事で外出の多い日などには夕方近く

にバッテリーを交換するのですが、地震直後は電話がつ

ながりにくい上に、何度も電話やメール送信を試したり

するので、電池の消耗が早かった覚えもあります。回線

が復旧したのにバッテリー切れで連絡が取れなかった、

という事態にならないよう携帯電話のバッテリーは常に

持参しておきたいなと思っています。逆に出番が少ない

のは、５得ナイフです。携帯されている先生方から「飛

行機に乗るときには気をつけて！」とご忠告をいただい

ていたにもかかわらず、つい忘れてしまい、２度ほど空

港から自宅へ郵送するはめに。。。ちょっと重量もあるの

で、今後も持ち歩くかどうか、ちょっと悩ましいところ

です。 

 クロスロード新聞にも登場されている仙台の田中さん

の「セイボウ・セット」を実際に見せていただいた際に

は、「こんなにたくさんのものを常に持ち歩くのは、重

たそうだし、面倒くさいなぁ」と思っていたのですが、

今、自分でこの防災キットを持ち歩けているのは、自分

にとっての必要性と重さの両方のバランスがちょうど取

れているからだと思います。それに、マスクや携帯電話

のバッテリーや、絆創膏など、普段から持ち歩いていた

ものがこのバッグの中に整理できるので、かばんの中が

すっきりしています。これは私が防災キットを堂々と

バッグインバッグと呼べる所以。ただ、もう少し可愛い

らしくて、防災キットの中身を収納できる機能的なバッ

グインバッグが欲しいのが本音。もう少し落ち着いた

ら、デパートをはしごして探してみたいと思っていると

ころです。 

 

(東京海上日動リスクコンサルティング  

伊藤めぐみさん） 

 

  
写真１：コンパクト（手のひら２つ分）な防災キット 

 
 

写真２：防災キットの中身 
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 コミュニケーションを上手に進めていく上での前提の

1つに、相手との共通の基盤がある、という点がありま

す。「相手と話が通じない」とか、「相手が理解してい

ない」と思うことってよくありますよね。そういうとき

に、私たちは話し方が悪いとか、相手の理解力がないと

考えがちですが、実は「共通の基盤」がないために話が

通じないということが結構あるのです。 

 まずは、次の文章を読んでみてください。 

 

 「進め方は簡単である。まず、ものをいくつかの山に

分けていく。少量の場合は1つの山でもよいが、一度の

あまり多くやりすぎないほうがいい。むしろ、少なめに

したほうが後悔はしないだろう。一山30分くらいで作

業は終わるのだから。昔は1つずつ行ったのでずいぶん

時間がかかったが、今はたいへん楽になった。いずれに

せよ、この作業は生活の一部である。人によって必要性

を感じる度合いは異なるかもしれないが、将来ともなく

なるとは考えられない。」（Bransford & Johnson

(1972)、 翻訳は岡本(2010)による） 

 

 ん？何のこと?と、意味がわからない方が多いと思い

ます。そういう方は何度も読み返してみてください。わ

かるようになりましたか? 

 わからない方、実はこれは「洗濯」について書いてあ

る文章なんです。で、もう一度文章を最初から読み返し

てみてください。今度はスッキリおわかりになったと思

います。「洗濯」についての文章と知る前と知ったあと

で文章が変わっているわけではないですよね。でもこれ

がどういう話か、と知るだけで格段に文章がわかりやす

くなったことと思います。 

 相手との話も同様です。相手と話の共通の基盤がない

状況、これは先ほどの文章を洗濯の話と知らずに読んで

いるような状況です。でも相手に「私はこれから洗濯の

話をしますよ」と前置きして、話したらどうでしょう?

これが、相手と共通の基盤を確認した上で話すというこ

となのです。相手が話を理解していないナー、と、感じ

られるときには、「話の前提となる知識」(共通の基盤)の

確認をしたかな?と、意識してみてくださいね。 

 ところが、この共通の基盤、実は意外とくせ者なんで

す。共通の基盤はもうあるよね、と疑ってかからない場

合があるのです。このような現象を心理学では「透明性

の錯覚」といっています。 

 「透明性の錯覚」というのは、要するに、「自分の気

持ちが実際以上に相手に知られている」と思うことをい

います。以前「サトラレ」というドラマ(漫画が原作)があ

りましたが、実際にはさとられていないのにもかかわら

ず、そのサトラレ感覚を持つ、のが透明性の錯覚の意味

です。 

 現実には自分の考えていることを他者が知ることって

そんなにないですよね。でも、伝わっているように錯覚

してしまうと、「伝わっているはず」という誤解が修正

される機会がないのです。 

 透明性の錯覚が事故を引き起こす場合もあります。

2006年のJR東海の踏切事故です(岡本、2010)。事故

のあった踏切では遮断機が下りたままで警報が鳴ってい

たのですが、「こしょう」というサインが出ていまし

た。みなさんならこの状況をどう解釈しますか?ある女性

は「遮断機が故障して下りている」と考え、遮断機を持

ち上げて踏切を渡りました。不幸にもそこへ列車が通過

したため、はねられて亡くなりました。この事故に際し

てJR東海は「こしょう」というのは「トラブルを通報し

て欲しい」という意味だと主張したとされています。こ

れは、「こしょう」の意味がお互いに違っていることに

気付かないままに起こった悲劇といえるでしょう。 

 透明性の錯覚は、親しい間柄で特に起こりやすいとい

われています。そうなると、確認して修正することも少

なくなるので要注意です。防災講習を何度もやったから

もうわかっているはずと思い込まずに、共通の基盤に

立っているかどうか、「はっきり口に出して確認しな

きゃ」と考え直すくせをつけましょう。 

 こんなところに心理学（30)：伝わっているという思いこみ 

高知県防災キャラクター©やなせたかし 



文責

エルサルバドル国

青年海外協力隊員

中野元太

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
防
災
隊
員

中
米
の
小
国
の
中
で
も
一
際
小
国
�
面
積
は
四
国
ほ
ど
�
人
口

は
兵
庫
県
ほ
ど
と
い
う
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
国
で
�
三
名
の
青
年
海

外
協
力
隊
員
が
防
災
を
テ
�
マ
に
活
動
し
て
い
る
�
こ
こ
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
で
は
地
震
あ
り
�
津
波
あ
り
�
火
山
あ
り
�
熱
帯
低
気

圧
あ
り
�
洪
水
あ
り
�
地
す
べ
り
あ
り
�
と
自
然
災
害
が
頻
発
す

る
地
域
に
位
置
�
一
九
九
八
年
に
は
ハ
リ
ケ
�
ン
・
ミ
�
チ
が
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
�
二
〇
〇
一
年
に
は
一
月

十
三
日
と
二
月
十
三
日
に
大
地
震
が
発
生
し
�
一
〇
〇
〇
名
以
上

の
方
が
亡
く
な
�
た
�

自
然
災
害
が
多
発
す
る
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
の
青
年
海
外
協

力
隊
員
�
以
下
�
防
災
隊
員
�
の
活
動
は
主
に
コ
ミ
�
ニ
テ
�
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
�
こ
こ
で
三
名
の
防
災
隊
員
に
つ
い
て

紹
介
し
よ
う
�

�
坂
口
由
華
�
ラ
･リ
ベ
ル
タ
県
サ
ラ
ゴ
サ
市
役
所
環
境
課
配
属

サ
ラ
ゴ
サ
市
は
首
都
か
ら
南
西
に
一
五
キ
ロ
ほ
ど
�
土
砂
災
害

が
多
い
地
域
で
洪
水
も
発
生
す
る
�
日
本
で
は
社
会
福
祉
協
議
会

に
勤
務
し
そ
の
災
害
マ
ネ
�
ジ
メ
ン
ト
ノ
ウ
ハ
ウ
を
こ
こ
で
も
発

揮
�

�
加
藤
留
未
�
ラ
･パ
ス
県
サ
ン
ル
イ
ス
・
タ
ル
パ
市
役
所
環
境
課

配
属
�
太
平
洋
に
面
し
�
洪
水
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地

域
�
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒
業
�
南
米
留
学
経
験
あ
り
�
そ
の
語
学

力
を
生
か
し
て
防
災
教
育
の
普
及
に
力
を
注
ぐ
�

�
中
野
元
太
�
ラ
・
パ
ス
県
サ
ン
ペ
ド
ロ
・
マ
サ
ウ
ア
�
ト
市
役

エルサルバドルの位置

（外務省 HPhttp://www.mofa.go.jp/mofaj/area/elsalvador/index.html）

防
災
ダ
ッ
ク

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版

矢
守
先
生
や
吉
川
先
生
を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
防
災
ダ
�
ク
が

中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
今
か
ら
約
二
年
前
�

初
代
防
災
隊
員
の
手
に
よ
�
て
で
あ
る
�
初
代
防
災
隊
員
や
前
述

の
坂
口
隊
員
�
加
藤
隊
員
ら
が
こ
の
防
災
ダ
�
ク
を
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
で
活
用
し
て
い
た
が
�
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
点
�
地
震

の
パ
�
ト
に
な
ま
ず
が
描
か
れ
て
い
る
点
�
日
常
起
こ
り
や
す
い

災
害
が
違
う
点
�
日
常
生
活
で
注
意
す
べ
き
点
の
違
い
な
ど
か
ら

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
に
修
正
す
る
必
要
が
出
て
き
た
�
こ
こ
で
そ

の
制
作
の
背
景
を
紹
介
し
よ
う
�

�
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
に
修
正
す
る
に
は
や
は
り
現
地
の
方
々

の
意
見
を
�
と
い
う
こ
と
で
�
ま
ず
は
意
見
収
集
を
開
始
し
た
�

こ
こ
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
は
防
災
を
テ
�
マ
に
し
たJIC

A

の
技
術

協
力
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
が
あ
り
�
こ
れ
は
中
米
五
カ
国
で
行
わ
れ
て
い

る
�
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
は
五
市
を
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
対
象
地
と
し
て

活
動
を
行
�
て
お
り
�
五
市
を
対
象
に
し
た
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
も
適

宜
開
催
さ
れ
て
い
る
�
こ
の
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
に
は
市
の
防
災
担
当

者
�
国
家
防
災
機
関
で
あ
る
市
民
防
災
局
の
関
係
者
�
保
健
衛
生
関

係
者
�
教
育
関
係
者
等
が
出
席
す
る
た
め
�
こ
の
場
を
借
り
て
二
度

所
リ
ス
ク
マ
ネ
�
ジ
メ
ン
ト
課
配
属
�
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
地
方
都

市
で
は
唯
一
リ
ス
ク
マ
ネ
�
ジ
メ
ン
ト
課
を
持
つ
珍
し
い
市
�
洪
水

が
頻
発
し
�
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
最
も
脆
弱
な
地
域
と
も
言
わ
れ
て

い
る
�
時
に
は
崖
を
登
り
�
時
に
は
パ
ン
ツ
一
丁
で
川
を
渡
り
�
時

に
は
海
で
泳
ぎ
な
が
ら
任
地
の
リ
ス
ク
を
把
握
�
防
災
に
生
か
し
て

い
る
�

〈意見収集の様子が新聞にも掲載

JICAプロジェクトワークショップ中にて〉
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に
渡
�
て
意
見
の
収
集
を
行
�
た
�
そ
こ
で
出
た
意
見
は
��
日
本
で

は
な
ま
ず
は
地
震
の
象
徴
だ
け
ど
�
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
思
い
浮
か

べ
る
の
は
な
ま
ず
の
ス
�
プ
だ
よ
ね
�
や
��
土
砂
災
害
が
多
い
か
ら
�

そ
う
い
う
の
も
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
�
な
い
か
な
？
�
な
ど
の

意
見
が
出
た
�
ま
た
�
動
物
に
関
し
て
も
�
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
火
災

の
際
に
タ
ヌ
キ
が
口
を
覆
�
て
い
る
絵
だ
け
ど
�
身
を
か
が
め
て
い

る
絵
に
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
？
�
と
い
う
意
見
も
あ
り
�
こ
こ

で
収
集
し
た
意
見
を
中
心
に
し
な
が
ら
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
の
内
容

を
決
め
て
い
�
た
�
そ
の
他
に
も
�
国
家
防
災
機
関
で
あ
る
市
民
防

災
局
の
局
長
や
各
防
災
隊
員
の
任
地
で
も
色
々
な
方
々
に
イ
ン
タ
ビ

�
�
を
し
情
報
を
集
め
た
�
災
害
に
関
し
て
の
み
で
な
く
�
日
常
生

活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
改
善
し
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
様
々
な
意
見

が
出
�
そ
の
意
見
を
基
に
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
の
内
容
を
決
定
�
左

上
の
図
の
よ
う
に
な
�
た
の
で
あ
る
�

意
見
収
集
を
経
て
決
定
し
た
カ
�
ド
を
全
て
デ
�
タ
化
�
今
回
は

描
画
ソ
フ
ト
�
フ
リ
�
ハ
ン
ド
�
を
使
用
し
�
日
本
版
と
同
じ
も
の

は
日
本
版
を
ベ
�
ス
に
�
新
た
に
制
作
す
る
カ
�
ド
は
一
か
ら
書
い

た
�
そ
し
て
�JIC

A

の
隊
員
支
援
制
度
を
利
用
し
て
約
一
三
〇
部
を

印
刷
�
完
成
す
る
に
至
�
た
�

さ
て
�
こ
の
完
成
し
た
防
災
ダ
�
ク
�
ど
の
よ
う
に
普
及
活
動
し

て
い
る
の
か
�
次
の
コ
ラ
ム
に
注
目
で
あ
る
�

防
災
ダ
�
ク
の
普
及
に
は
細
心
の
注
意
を
払
�
て
い
る
�
こ
の
教

材
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
�
た
だ
単
に
使
い
方
を
説
明
し
て
学
校

に
渡
す
だ
け
で
は
普
及
し
な
い
�

そ
こ
で
私
た
ち
隊
員
は
二
つ
の
方
法
で
普
及
す
る
こ
と
を
考
え
た
�

一
つ
は
各
市
に
出
向
し
て
い
る
国
家
防
災
機
関
市
民
防
災
局
の
職
員

を
対
象
に
し
た
使
用
法
の
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
実
施
で
あ
る
�
こ
の
職

員
ら
は
市
レ
ベ
ル
で
防
災
活
動
に
専
念
で
き
�
一
般
的
な
市
役
所
は

環
境
課
が
防
災
を
受
け
持
つ
な
ど
防
災
に
重
点
を
置
い
て
活
動
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
�
ま
た
学
校
や
コ
ミ
�
ニ
テ
�
で
の
活
動
も
積
極

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
�
防
災
教
育
に
対
す
る
意
識
は
そ
こ
ま
で

高
く
な
い
が
コ
ミ
�
ニ
テ
�
レ
ベ
ル
で
普
及
さ
せ
る
に
は
彼
ら
の
協

力
な
し
で
は
難
し
い
�

二
つ
目
の
方
法
は
�
一
つ
ひ
と
つ
学
校
を
訪
れ
先
生
方
に
ワ
�
ク

シ
�
�
プ
を
実
施
�
ま
た
実
際
に
先
生
方
に
授
業
で
使
�
て
い
た
だ

き
�
そ
の
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
教
材
を
渡
す
と

い
う
も
の
で
あ
る
�
時
間
は
か
か
る
が
�
よ
り
確
実
な
方
法
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
�

現
在
ま
で
に
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
ラ
･
パ
ス
県
�
ラ
･
リ
ベ
ル

タ
県
の
各
市
に
配
属
さ
れ
て
い
る
市
民
防
災
局
出
向
者
約
三
〇

名
に
対
し
て
使
用
方
法
の
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
を
実
施
�
ま
た
一

部
の
出
向
者
と
共
に
学
校
を
訪
れ
防
災
ダ
�
ク
を
実
際
に
活
用

し
た
�
各
学
校
で
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
先
生
と
共
に
防
災

ダ
�
ク
を
実
施
し
て
お
り
�
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
�

ま
た
�
グ
ア
テ
マ
ラ
の
国
家
防
災
機
関
で
あ
るC

O
N
R
E
D

か
ら
防
災
ダ
�
ク
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
の
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
を

依
頼
さ
れ
�
防
災
隊
員
三
名
が
グ
ア
テ
マ
ラ
国
を
訪
問
�

C
O
N
R
E
D

関
係
者
�
教
育
省
関
係
者
等
を
対
象
に
防
災
ダ
�
ク

の
使
用
方
法
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
を
実
施
し
た
�
ま
た
関
係
者

ら
と
共
に
学
校
を
訪
れ
実
際
に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
防
災

ダ
�
ク
を
実
施
し
て
も
ら
�
た
�
そ
の
中
で
�
防
災
ダ
�
ク

に
ち
な
ん
だ
歌
が
生
み
出
さ
れ
た
り
と
新
た
な
使
い
方
も
見

ら
れ
た
�

こ
の
よ
う
に
�
防
災
ダ
�
ク
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
の
普
及

活
動
は
始
ま
�
た
ば
か
り
だ
が
�
少
し
ず
つ
地
元
の
方
々
の

関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
�
�
次
は
こ
�
ち
で
も
や
�
て

よ
�
と
い
う
依
頼
も
入
る
よ
う
に
な
�
た
�



�
編
集
後
記
�

ク
ロ
ス
ロ
�
ド
新
聞
を
ご
愛
読
の
皆
様
�
は
じ
め
ま
し
て
�

中
野
元
太
と
申
し
ま
す
�
二
〇
一
〇
年
六
月
よ
り
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
に
派
遣
さ
れ
早
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
�
中
米
と
聞
か

れ
る
と
�
�
治
安
が
よ
く
な
い
�
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
�
実
際
に
そ
の
通
り
�
身
近
に
殺
人

事
件
や
強
盗
が
発
生
し
緊
張
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
�
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
人
の
人
柄
は
優
し
く
愉
快
で
大
ら
か
で
す
�

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
人
に
襲
わ
れ
る
よ
り
も
�
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
の
方
々
の
親
切
や
優
し
さ
に
触
れ
る
ほ
う
が
何
万
回
も

多
い
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
お
伝
え
し
て
お
こ
う
と
思
い

ま
す
�

さ
て
�
前
述
の
よ
う
に
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
も
自
然
災
害
の

多
発
国
�
地
震
�
津
波
�
火
山
�
ハ
リ
ケ
�
ン
や
熱
帯
暴
風

雨
と
�
頭
を
悩
ま
せ
る
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
ま
す

が
�
災
害
の
被
害
を
減
ら
そ
う
�
災
害
と
共
に
生
き
よ
う
と

日
々
頑
張
�
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
�
そ
の
よ
う
な
方
々
の

一
助
に
な
れ
ば
と
�
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

防
災
隊
員
が
中
心
と
な
り
�
ま
たJIC

A

技
術
協
力
プ
ロ
ジ

�
ク
ト
関
係
者
�
現
地
の
防
災
関
係
者
等
に
意
見
を
求
め
な

が
ら
�
防
災
ダ
�
ク
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
が
完
成
す
る
に
至

り
ま
し
た
�
坂
口
由
華
さ
ん
�
加
藤
留
未
さ
ん
は
今
年
九
月

を
も
�
て
任
期
を
終
了
し
帰
国
さ
れ
ま
す
が
�
私
は
ま
だ
残

り
一
年
あ
り
ま
す
�
少
し
で
も
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
防
災
力

向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
日
々
の
活
動
に
よ
り
一
層
力
を

入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
�

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
中
�
最
後
ま
で
お
読
み
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

�
二
〇
一
一
年
七
月

サ
ン
ペ
ド
ロ
・
マ
サ
ウ
ア
�
ト
市
に
て
�

蚊

デング

土砂災害

ゴミ

犬

狂犬病

花火

感謝の気持
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